
☑

☐

☐

☐

☑

☐

☐

☐

☑

☑

☐

☐

☐

☑

☐

☐

☐

☑

経済

環境

事業者名 有限会社まこと商会

資源を利用して製品を生み出す動脈産業に対して、我々は廃棄される物から資源を生み出す静脈産業として、会社
は小さく非力ではありますが、国の未来を担う業種である事を自負しております。
その為には、社会へ適応しつつも、将来の資源循環のあり方への提言もしていきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合のシステム
を利用し、自動車中古部品利用を促進し、CO２を削
減する

八代経済開発同友会や商工会議所で開催される職
場体験イベントなどに積極的に参加し、弊社の
SDGsへの取組と人口の流出への対策に取り組む

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指
標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

同業者で構成されるNGP日本自動車リサイクル事業協同組合を中心に、地元では異業種の任意団体である経済開
発同友会、八代商工会議所、八代ロータリークラブへの参加による社会貢献活動に積極的に参加している

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合のシステムを利用し、
自動車中古部品利用を促進し、CO２を削減する

中古部品販売について、売上を毎年、
前年比５%増加を実現する

定年制は制定しているが、年齢問わず積極的な採用を目指す

社会

経済

環境

社会

経済 2名

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する
場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

ベルマーク運動説明会への参加

前期の指標に対する実績

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合の事業として全社を
あげて、教育への活動を広げる

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

コロナ禍後開催の機会がなく参加できず、目標は未達成だっ
た。しかし、地元の経済団体に参加し、NPO団体とともに里親
支援活動をおこなっている

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a １０代から６０代まで積極的に採用を試みているが定着せず、
目標は未達成だった。

０名

a 中古部品の活用による環境負荷への意識が消費者にも周知さ
れ中古部品の需要も一般的になり、併せて使用済自動車の処
分依頼も拡大し、目標は達成できた。

項目
ベルマーク運動説明会や職場体験等へ
の参加回数

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

定年制は制定しているが、年齢問わず積極的な採用
を目指す

現状（2024年） 更新時（3年後）

３年間で、「15％増加」

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

0名

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

2024年までに採用し、人員拡大
2022年　6名→2024  8名

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

ベルマーク運動説明会は不参加

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 売上増加率を毎年、前年比５%増加

現状（2024年） 更新時（3年後）

-

1回 2回

項目 2024年までに採用し、採用人数拡大

15％増加（2024年度
比）


